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有望視されるインドの自動車市場
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2022年の国内新車販売台数（軽自動車含む）は
420万台（前年比▲6％）と、4年連続して前年を下回
りました。半導体不足による供給制限があったとはい
え、販売台数は東日本大震災があった2011年を下
回る低水準となっています。
グローバルでは、インドが472万台と初めて日本を上
回り、単一国では中国、米国に次ぐ世界第3位となりま
した（図表1）。

2022年末のインドの人口は14億1,700万人で、中国（14億1,200万人）を抜いて世界一の人口国と
なったとみられています。また、インドの1人あたりの乗用車保有台数は0.03台と低水準にとどまっており
（図表2）、中間所得層の増加や政府の自動車普及に向けた積極的な支援策の中で、自動車販売は
今後さらに拡大する見通しです。
現在、インドの自動車市場では、スズキ傘下のマルチ・スズキが最大のシェアを占めていますが、韓国
や地場大手メーカーも積極的に事業展開しています（図表3）。今後、この期待の成長市場に向け、国
内の自動車関連企業においても新規参入・事業強化の動きが活発化する可能性があります。

2022年の自動車販売 インドが世界第3位へ

図表２ 主要国の1人あたり乗用車保有台数（2021年）
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(万台) 図表１ 主要国・地域の自動車販売台数
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図表３ インドの乗用車市場シェア(2022年)


